
福祉施設における
農福連携の取り組み



一般社団法人はーとプロジェクト
沿革

平成27年 7月 合資会社森の家より地域貢献活動を目的とした一般社団法人はーとプロジェクト設立

平成28年 1月 地域貢献活動として障がい児、障がい者のフットサル教室を開始

平成28年 5月 就労継続支援B型開設（農福連携による農業開始）

平成30年 5月 赤童子店で児童発達支援センター、相談支援を開始、高屋店で放課後等デイサービス開始

平成30年 6月 岩倉店で放課後等デイサービス、訪問介護を開始

平成30年 8月 東野店で放課後デイサービス、高屋店の生活介護、岩倉店で相談支援、赤童子店で居宅介護支援をそれぞれ開始

令和 1年9月 赤童子店で保育所等訪問支援を開設

令和 1年11月 地域貢献活動として子ども食堂を開始

令和 2年4月 赤童子店で江南市より地域児童発達サポートの委託業務開始

令和 2年4月 野白店でグループホームを開設

現在、2市5拠点で16事業所を運営しています。



農福連携とは

3

農福連携（農業と福祉の連携）は、障害者が農業分野での活躍を通じ、自信や生きがいを持って社
会参画を実現していく取組。

農福連携の取組は、障害者の就労や生きがい等の場の創出となるだけでなく、農業就業人口の減少
や高齢化が進む農業分野において、新たな働き手の確保につながるもの。
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農業就業人数の推移と平均年齢
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7

障害者雇用の課題



8農林水産省における農福連携の推進について



障害者の生活支援

9

障害者の生活の基礎的部分を
満たすために必要な生活支援。

生活支援とは、単に生きるための
衣・食・住を支えるだけでなく

「生きがい」や「役割」も含んでいる。

写真はイメージです
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障害者と就労支援

知的障害
発達障害

精神疾患

視覚障害
アルコール依存症

身体障害
聴覚障害
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ＩＣＦ（国際生活機能分類）



絵を見て考えてみよう

合理的配慮
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日常生活のなかの見えないハンディ

合理的配慮の例

発達障害の子どもの場合

14
＊ディクレクシア:文字の読み書きに限定した疾患

例えば
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障害の種類と障害特性

障害特性と農作業の関係
身体障害者 判断能力が高く、作業管理で能力を発揮。障害によっては圃場での作業が難しい。
知的障害者 体力を要する作業を行うことができる。単純作業なら集中できる。判断能力が低いため識別

等の判断が難しい場合がある。
精神障害者 収穫等の判断能力は比較的高いが、幻覚（幻視・幻聴）等により集中力が維持できない

ことがある。
発達障害者 こだわりがあり視覚優位。点検や軽量・細かい作業が得意。対人関係やコミュニケーションが

苦手。2つ以上の動作の移行は多重処理ができない。協調運動が苦手、注意欠陥・多動の
人もいる。

＊その他難病もある

障害とは、精神や身体の器官が何らかの原因で、その機能を果たさないこと、またはその状態をいう。

障害者とは、その障害により⾧期にわたって、日常生活や社会生活に相当な制限を受けるものをいう。
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自己肯定感を高める必要がある

例:うつ病
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障害がある人との関わり方

・日頃の様子をよく観察し、本人にとって何が得意で、何が苦
手なのかを一緒に確認することが大切 →受容・共感

・確認したうえで、本人がどのような環境であれば力を発揮で
きるのか、一緒に考えることが重要 →寄り添い

・本人の「強み」の発掘をしながら、「弱み」を「強み」に変える
仕組みづくりが必要 →リフレーミング例:ケチな人→こまめに節約ができる人

・ハード面やソフト面の環境整備をすると共に、思いや意欲を
引き出す →権利擁護・意思決定支援



23

働きやすい環境
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障害者が「働きやすい」職場とは

1.障害者が働きやすい職場づくり

障害者がミスなく働ける職場はすべての人が働きやすい職場

2.無理せず働ける職場づくり

体調面や精神面を管理することで生きがいや可能性を実感できる

3.個々の能力にあわせて仕事づくり

一人ひとりの能力をいかす仕事を見つけるための発想の転換

障害者にとって「働きやすい」職場は、一つの型に合わせた能力を
求めるのではなく、人それぞれに合わせた仕事のやり方を工夫し、
変化させていくことができる。
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作業の様子 作業のやり方

１

育苗トレーをブルーシートの上に置く。
体への負担を軽くするために、育苗トレーを置
く場所は、床土をすくうときに、移動したり、無
理な体勢をとらなくてすむ場所にする。

２

床土を両手で山盛りすくって、育苗トレーの置
きやすい場所に入れる。
これを合計3回行う。
育苗トレーに入れる回数は、作業者の手の
大きさを考慮して、農家が調整する。

３

育苗トレーに入れた床土をすべての穴に入れ
るように、力を入れず、なでるように手のひらで
広げる。

４

育苗トレーに入れた床土をすべての穴に入れ
るように、力を入れず、なでるように手のひらで
広げる。

５

穴がすべて埋まったら、床土の表面の高さが、
育苗トレーの高さと同じくらいになるように、力
を入れずに、全体的にまんべんなく板でなでて、
余分な土をトレーの外に出す。

置く場所を明確にする
楽な姿勢で作業することができるポイント
も記載する

量・数を明確にする
判断が必要な調整は農家が行う

発芽率に影響が及ぶ恐れがあるので、
力を入れないことを明確にする
方法を明確にする

考えられる状態について、あらかじめ、
記載しておく

程度を明確にする
用いる道具を明確にする

障害者と関わる① 可視化の例:育苗トレーに床土（とこつち）を入れる作業・作業ガイド例

宮城県農政企画課・作業ガイド作成の手引きより抜粋



障害者と関わる② 作業場所の整え方

作業をする場所は、障害のある作業者に合わせて、
身体的に出来るだけ楽に出来るように、作業に取り
組みやすい環境整えるための工夫が必要。

作業に取り組みやすい環境とは

 「複雑さやあいまいさを避けて、個々の作業を単
純化して行えるようにする」こと。

 一度に複数のことを処理する作業や、判断を伴
う作業が難しい人もいるため、一つの事に集中で
きる環境を提供することが大切。

そのためにできる工夫として

 ①作業場所は整理整頓をして通路幅を広くし、
見通しよくする

 ②段差がある場合には段差のある部分を明確に
する、またはスロープにして段差を解消する

 ③作業動線を単純化して、進路に迷わず目的
の場所へ効率的に移動できるようにする
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ごみの分別を分かりやすく表示道具の置き場所を明確化

目盛に印をつけるなどして
誰にでも分かりやすくする

宮城県農政企画課・作業ガイド作成の手引きより抜粋
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現場の心構え

職場の雰囲気づくり
障がいのある方と一緒に働くときは、一緒に働く人達の障がいに対する理解が必要不可欠である。施設外就労であれば、職員の方のサポー
トがあるため比較的大きな問題になりにくいと考えられるが、障がい特性を理解し、情報を共有しておくことは重要。また、障害に関すること
は個人情報でもあることにも留意する。

安全に仕事をするために
障がいのある方が安全で健康に働くことが出来る環境を整えるということは、「誰にとっても安全で気持ちよく働ける環境を作る」ことに繋がるた
め、意識して取り組むようにする。
例えば、夏場の炎天下での作業は、健常者でも辛いが、それが当たり前だと思わず、屋内や日陰でできる作業に変える方法も考えることが
必要である。やり方を見直せば作業効率が上がり、売上の向上にもつながる場合もあるかもしれない。

また、就業時間については、施設外就労においても一人ひとりの障害や体調により個々の就業時間にばらつきがあったり、福祉施設からの
送迎などの関係で、一般的な農業の就業時間の実態にそぐわないこともある。そのため、これらの問題については、受け入れる側が意識を変
えていくことで解決することができる。

福祉現場では、一つの仕事を一人がすべてすることは稀で、一人一人が出来ることを組み合わせて、一つの仕事が完了するようにコーディ
ネートしている。

宮城県農政企画課・作業ガイド作成の手引きより抜粋
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就労のコーディネート



就労アセスメント

就労アセスメントにより、自分自身の「働く力」を客観的に把握し、 「働く力」の向上に
向けた支援を継続させていきます。

４つのアセスメント領域

①基本的なルール

②社会生活

③作業態度

④作業遂行性
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高等部
３年生

一般就労
を希望して
いる

福祉サービス
を希望
している

就職まで自分で
出来る

就労やその後の
支援を希望する

就労訓練をして
から就職したい

就業・生活支援
センターを活用 ジョブコーチ等の

就労支援を活用

２年間の就労移
行支援を利用

サービス等利用
計画の作成

企業に就職

就労継続B型を
利用したい

生活介護を
利用したい

地域活動支援セン
ターを利用したい

就労移行支援に
よるアセスメント障害支援区分の

認定が必要

サービス等利用
計画の作成

生活介護
事業所と契約

就労継続B型
事業所と契約

就労継続A型
事業所と契約

就労継続A型を
利用したい

サービス等利用
計画の作成地域活動支援

センターと契約

サービス等利用
計画の作成

特別支援学校から
就労する場合
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マッチングの大切さ

多様な現場を尊重すること。依頼主である農業者の意見を尊重した上で、障害者の存
在を地域に周知していくことが大切。

障害者就労施設の利用者が、不慣れな農作業に戸惑うことがある。農作業の支援を行
いながら、自信と実力を持ってもらい、農業への定着を目指す。

農家と障害者、どちらもｗｉｎ－ｗｉｎとなるには

お互いを尊重することが大切



農 場

生活介護

農業班 （アンテナショップ）尾崎店

喫茶野菜販売
加工品販売

こども食堂

Ｆｅｅｌ本店

内勤 施設外就労

・草刈り隊
・市民菜園（委託）
・道路清掃（委託）

・ＦＡＰ
・ビーズ
・大学芋

ＳＮＳ部

Ｆｅｅｌ構想

農業・施設外就労

学校（実習）

ＪＡ・イオン等

施設外就労 収穫野菜

地域の農家

農業・施設外就労

東野工場

JA
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地域の農家

ＪＡなど
利用者のことを理解している
サービス管理責任者

施設外就労

障害者雇用

地域の差別解消等

請負契約

就労継続支援B型Feelでは
主なコーディネーターは
サービス管理責任者

就労継続支援B型Feelの場合
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ＪＡ愛知北を通じた白菜農家の収穫作業の請負

高齢農家には
重労働なので
助かる!

重いものを運ぶのは
へっちゃら!
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① ② ③

④⑤⑥

ねぎの作業（チーム施設外）：地域の農家と連携

体力は任せて！
指先が
器用なの

丁寧な仕事が
得意
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農家さんと一緒に記念撮影
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笑顔 コミュニケーション 農業の知識を得る

農家の「こうしてほしい」という思いを理解し、分かりやすく作業内容を伝
え、作業の様子を見守る。

作業中は、常に気配り・目配りを行い、手本を見せ、個々の作業のサ
ポートする。

障害者が、それぞれのペースで作業でき、スキルアップを行える環境が必
要。
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農福連携の試み
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農林水産省における農福連携の推進について
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ご清聴ありがとうございました


